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［摘要】

一般的説起来，人仰主人対日i吾“成方”表現比較多，況i吾“倣”表現比較多。然而

我仰遊行考察和分析彼多日；本現代文学作品和把官i李成況i吾的中i李本，我fll就了解不

一定日i吾“成方”表現比較多，波i吾“倣”表現比較多。特別美子把身体部分包括在内

的表現，我｛日可以悦日i喜“倣”表現比較多，波i吾“成方”表現比較多。本稿澗査日；本

現代文学作品和官的中浮本（都是暢梢名和暢哨~作家的作品）遊行考察和分析以上

所悦的問題。

キーワー ド：動作主中心表現 事物中心表現転換（日→中） 主要なものとそう

でないもの（副次的なもの、少数のもの、例外的なもの等）

1.序

日本語は「なるj表現が多く、中国語は「するj表現が多いように一般的には考えられている (I)

ょうである。たとえば「十日程すると丸山から呼出しの電話が掛かってきた。」→ “辻了十

天之后，丸山呈丞工伶呼阜草。”。｝などその例と考えられるが、日本現代文学の中国語訳作

品を多く読んで日本語表現と中国語表現の対照を考察、分析していると、必ずしも日本語表

現が「なるj表現が多く、対応する中国語表現が「する」表現になるとも言えない。むしろ身体

部分を含む表現については日本語の方が「するJ表現が多く、対応する中国語表現が「なるj表

現が多いと言えるのではないだろうか。本研究の出発点はそうした素朴な疑問に端を発する。

以下、日本現代文学作品とその中国語訳（いずれもベストセラ｝やベス トセラー作家の作品）
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を調べて、この問題について考察、分析してみたいと思う。日中対照表現論の事例研究であ

る。以下、各論に移る。

2.先行研究、着眼点等と研究方法について

拙著（2007）第四章転換（日→中）について六、人（動作主）中心と事物中心では六

一①事物中心（日） →人（動作主）中心（中）への転換、六一②人（動作主）中心（日）

→事物中心（中）への転換仰として、 「するJ表現と「なるJ表現の中国語と日本語の関係

について考察した。既述の「十日程すると丸山から呼出しの電話が掛かってきた。J→ “辻

了十天之后，丸山韮丞工侍呼阜孟。”は六一①の例であるが、六一②の例としては「～塑韮

は報くなった。J→“～初江的験紅起来了。”「隼i主～の住所をじっと皐三主主。J→ “隼血

盟主死死地旦差。”などの例を挙げた。本稿で扱うのは六一①や六一②といった表現の諸相

であるが、身体部分を含む表現については六一＠のような表現関係より六一②のような表

現関係の方が多いと言える。これについては 3で具体的に述べることにする。

以上の拙著（2007）の先行研究以外に、身体部分を含んだ中国語表現を「非言語コミュニ

ケーション表現」の感情コ｝ドの面から具体的に記述した研究に奥田 (1997）『中国人の非

言語コミュニケ｝ション』東方書店がある。（以下、奥田 (1997）と略す。）奥田 (1997)

では第3章「中国人の「非言語コミュニケーション表現Jとその感情コ｝ド一実際例を中心

にJ(p. 75) として、その中の 3.r感情コー ドを持つ 「非言語コミュニケーション表現j

の実際J(pp.81-132）で 「中国語の 「非言語コミ ュニケーション表現j の感情コ｝ドを「身

体部位別Jに項目をたて具体的に記述しJ(4）ていき、“生”“生友”“胡子”“眉毛”“眼晴”

“鼻子”“鳴居”“舌きた”“』土子”“膝差”などの身体部位についての記号的意味記述を行っ

ている。たとえば“眼晴”を含む表現“暖眼”（目を大きく見開く、脱む）は a.怒りの時

(67。数字は収録例文数＝出現回数を表す。以下同じ。） b.驚いたとき（20)c.焦っている

時（4）という「非言語コミュニケ｝ション表現jの感情コードを持つとし、それぞれ次の

ような例を挙げている。 a.潜林『得一藍盟，正要友言。〔峨〕 b.他会昨得藍本~監，呆在那

里捧了魂。 c. 峨士官］都急墜亙~，呼呼地哨着組汽〔林〕 ら）。これらの例のようにいつも a.

“笥得” b.“町得” c.“急”のような表現があって理解の助けとなるとは限らないが、理

解の助けとなる表現がある場合が多い。つまりは身体部分を含んだ、喜怒哀楽を表すステ

レオタイプの中国語表現となり、文学的に見れば、型にはまった手垢のついた表現という

ことになって、特に日本文学ではこうした表現を嫌うであろう。

それはともかく奥田 (1997）の次のような表現例に注目したい。“眉毛”を含む表現とし

て“鍍眉毛（建毛）”（眉を寄せる、眉をしかめる）を挙げて a.怒りの時（7)b.焦りの時（4)
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c.心配している時（2) d.不愉快なさま（2) e.困っているさま。 E精神的に辛い時。

の例を提示しているが、 a.怒りの時の例として次のような例を挙げている。“地的漂亮的漆

黒的眉毛迩是鍍着在一記，地的笥迩没有消尽。”〔暴〕 （的。これを日本語にすると次のよう

になる。「彼女はまだその美しい黒い眉をしかめていて、その怒りは収まっていなかった。」。

筆者が動作主中心表現（日）→事物中心表現（中）と呼ぶのは、このような日本語表現と

中国語表現の関係のことである。日本文学作品の身体部分を含む表現がどのような中国語

表現と対応するのか今回は直訳の対応がある場合ではなく、動作主中心表現（日）→事物

中心表現（中）、事物中心表現（日）→動作主中心表現（中）に限定して考察してみたい。

それが本稿の着眼点、考察個所である。（身体部分を含む表現がもっとも顕著に両言語表現

の転換（日→中）の特徴が現れるのでそのようにした。）

以下、 3.では東野圭吾（2001）『悪意』、道尾秀介（平成20）『向日葵の咲かない夏』、村

上春樹（2004）『ノノレウェイの森（上）』、同 （2004）『同（下）』、田村裕（2007）『ホ｝ムレ

ス中学生』（いずれもベストセラ｝作品やベストセラー作家の作品）とそれらの中国語訳作

品を資料として、身体部分を含む表現（日）が①動作主中心表現（日）→事物中心表現（中）

②事物中心表現（日） →動作主中心表現（中）になる場合についてその諸相を考察してい

くことにする。本稿は理性的、理論的研究に対する、具体的事実の諸相を明らかにする事

例研究のカテゴリーに含まれるものである。 「理性j「理論Jと「事実J両方の研究を行うこと

によって言語の研究は全きものになると考えられる。量的なものの順位、その表現の使用

頻度など具体的事実を調べ、明らかにすることは、硬直的な「理性Jr理論j偏重を是正する

上で極めて重要な研究であると考える。

3.動作主中心表現と事物中心表現

3.0動作主中心表現と事物中心表現一身体部分を含む表現について一

身体部分を含む動作主中心表現と事物中心表現は日本語と中国語で次のような関係、が見

られる。 1.動作主中心表現（日）→事物中心表現（中） 2.事物中心表現（日）→動作主

中心表現（中）である。3.動作主中心表現（日） ＝動作主中心表現（中）、事物中心表現

（日） ＝事物中心表現（中）については別途、考える必要がある。 3.は直訳（日→中）に

属するものである。今回は対象外とする。（数としてはもっとも多い。）今回の対象は 1. と

2.である。
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3. 1 東野圭吾 （2001）『悪意』（＝ 『悪』） →委美蓮 （2001）《悪意》（＝《悉》）

の場合

『悪意』→《悪意》では動作主中心表現と事物中心表現の関係は I.動作主中心表現（日）

→事物中心表現が 18例、 II.事物中心表現（日）→動作主中心表現（中）が 2例で、あった。

身体部分を含む動作主中心表現、事物中心表現の身体部分別頻度数ランキングは次のよう

なもので、あった。

1.顔 (1.6例II.0例計6例） 2.目 (I.4例 II.1例計5例） 3.手 (1.2例II.0例

計 2例） 4.措 (I.2例II.0例計2例） 5.頬 (I.1例II.0例計 l例） 5.膝 (I.1例II.

0例計 l例） 5.肩 (1.1例II.0例計 l例） 5唇 (I.1例II.0例計 l例） 5.左脇腹

( 1.0例II.1例計l例）

II.事物中心表現（日） →動作主中心表現（中）は全体20例のうち、わずかに 2例で、

その他はすべて I. 動作主中心表現（日） →事物中心表現 18例であった。少ないほうから

見ていくと、 II.の 2例とは次のようなものである。 「加賀刑事の目が大宮く見開かれた。J

（『悪』 p.108）→ “加賀時大眼晴，～”（《悪》 p.81）、「彼が持った出刃恒丁は、 山岡の主

脇腹に刺きった。J（『悪』 p.325）→“隼～，摘出万子刺向山岡的左下臨ノ（《悪》 p.239）。

日本語の表現が「目」や「出刃包丁」という事物を中心として表現されているのに対して、中

国語表現は“加賀”“他”といった人が主語となった動作主中心表現となっている例。し

かし、そうしたEはわずか2例しかなく、その他の 18例は次のような I.動作主中心表現

（日）→事物中心表現 （中）である。以下、身体部分を含む Iの表現を身体部分別に個別

に具体的に見ていく。

I -1.「顔Jを含む Iの表現例（6) ( ( ）内の数字は用例数を表す。以下閉じ。）：「私の質

問に、 日高は顔をしかめて額いた。 J（『悪』 p.11）→“日高星主二盆，点了点余ノ（《悪》

p.6）。（「顔Jが“居決”になるのはよく見受ける。）、 「加賀刑事は少し不審そうな顔をした。J

（『悪』 p.58）→ “加賀的表情有一点疑惑ノ（《悪》 p.42）、 「加賀君には私が顔を歪めたよ

うにしか見えなかったかもしれない。」（『悪』 p.90）→“～也咋加賀只看到我的腫歪了。”

（《悪》 p.68）、 「「もう一つはjそういって彼は私の顔に視線を震した。 J（『悪』 p.106）→

“其二，他的視銭移回我的R金上，”（《悪》 p.79）、「私の質問に、篠田弓枝は少し，b外そうな

卑主ム主ιJ（『悪』p.160）→ “我的且墨主主篠田弓江有些主主！：.＇’（《悪》 p.119）、「彼女は白

い顔ながら、（目の縁だけを赤くしていました。） 」（『悪』 p.217）→ “他的睡恒一片惨白，

只有眼目匡虹着。”（《悪》p.159）。日本語表現は主語として「人jを持ってきているのに対して、
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中国語表現は“居決”“表情”“股”“視銭”“何題”“股色”を中心とした、（それらを提題

化したと言ってもよい）表現となっている。日本語には表現上、名調のランキングがある

こと ω、中国語にはそうしたランキングがなく“居決”～“腫色”を主語の部分に持って

きて提題化することに制約がないことがこうした ［ 動作主中心表現（日）→事物中心表

現を多く生んでいるのではないかと考えられる。

I -2.「目」を含む Iの表現例（4）：「スタッフもレポ｝タ｝も～、より劇的なシーンを撮

ろうと、蛇のような目をあちこちに走らせているのが傍からもわかった。J（『悪』 p.65）→

“不近大家都心知吐明，方了荻得比較盆劫的画面，迭些人的眼暗就像蛇一般四祉担視J

（《悪》 pp.46-47）。この他「篠田弓枝は目を潤ませる気配を見せたが、～J（『悪』 p.159)

→ “篠田弓江的眼暗有些湿湘，～”（《悪》 p.118）、 「盆主且（白い顔ながら）目の縁だけを

赤くしていました。J（『悪』p.217）→ “（盤的腫色一片惨白），只有眼目匡紅着。”（《悪》p.159）、

「日高理恵は～、手記のコピーに目を落とした。J（『悪』 p.262）→ “且車皇室（露出～的

表情） , .m.孟隼主隻印的手記上，～。”（《悪》 p.192）。やはり日本語の主語は「人jであるの

に対して、中国語の主語は“眼晴”“眼目匡”“眼光”といった「事物Jである。

I -3. r手」（2）「指j (2）を含む Iの表現例：まず「手Jには次のような用例があった。「彼

女は～、口元を両手で覆ったまま、～」（『悪』 p.29）→ “地～，商手梧着噌，～”（《悪》

p.20）、 「私は手の震えを止められぬまま、～J（『悪』p.232）→“我的双手元法控制地顔料

差，～”（《悪》 p.169）。 「措Jを含むものは次のような用例である。「加賀刑事は～E王m量

主韮ムζ。そして、両方の親指をくつつけたり、はなしたりした。 JJ（『悪』p.73）→“加

賀～，十指交畳，商小掲指一会JL合抜， 一会n分子干，～” （《悪》p.52）。 中国語表現では“両

手”“双手”“十指”“栂指”が主語になることに何らの違和感もないようだ。

I -5.「頬j (1）「膝J(1）「肩」(1）「唇」（0を含む表現例があった。「迫田警部はほん

の少しだけ頬の肉をゆるめたJ（『悪』p.32）→“迫田警部股上的肌肉梢微盆並工一些。”（《悪》

p.22）。「床に膝をつくと同時にJ（『悪』p.29）→ “（理悪）～，就在膝葦磁到地板的同吋，

～”（《悪》 p.20）。 「私は肩の力を抜いた。」（『悪』 p.108）→“我的膚膳完全擁軟了。”（《悪》

p.81）。「彼は相変わらず冷たい笑みを唇に惨ませていた。 J（『悪』p.222）→ “～，隼血盟

主依然桂着一抹冷笑，～”（《悪》 p.162）。同様に日本語は動作主の「人jが主語であるが、

中国語は“肌肉”“膝差”“膚勝” “鳴角”などの事物（＝肉体部分）が主語や提題になって

いる。
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3.2 道尾秀介（平成21)『向日葵の咲かない夏』（＝『向』）→王形形浮（2009)

《向日葵不汗的夏天》（＝ 《向》） の場合

f向j→ 《向》では I.動作主中心表現（日）→事物中心表現が34例、 II. 事物中心表

現（日） →動作主中心表現（中）が 7例であった。身体部分を含む動作主中心表現、事物

中心表現の身体部分別頻度数ランキングは次のようなものである。

1.手（掌を含む） ( I .6例II.2例計8例） 2.身体 (1.6例II.0例計6例） 2.唇 (I.4 

例II.2例 計6例） 4.眼 (1.4例II.0例計4例） 5.顔 (I.3例II.0例計3例） 6. 

口 (1.1例II.1例計2例） 6.足 (I.2例II.0例計2例） 6眉（毛、間） ( I .2例II.0例

計 2例） 6.のど（仏） ( I .1例II.1例計2例） 10.姿（ 1.0例II.1例計 l例） 10.肩

(I. 1例II.0例計l例） 10.頭 (I.1例II.0例計 l例） 10.額 (I.1例II.0例計 l

例） 10.肘 (I.1例II.0例計l例）。

I .動作主中心表現（日）→事物中心表現 （34）について。

I -1. 「手」（掌を含む）を含む Iの表現例（6) (I .6例II.2例計8例）：「（岩村先生

は）両手を僕に向け（ぶるぶると首を振る。）J （『向』 p.50）→ “（岩村老州～，）盟主狸血
てのひら

孟， （禁着揺長。）”（《向》p.35）、「お母さんは、ぽんと音をさせて後ろの墜を重量で打った。J

（『向』 p.54）→ “娼娼的手掌嚇的一声重重地価在塙壁 L”（《向》 p.37）。その他として次

のようなものがあった。 「手にしたスプーンを宙に止め、～J（『向』 p.70）→ “金在手車的

盈主主也停在半空。”（《向》 p.50）、「谷尾刑事は膝に手をあて、～J（『向』 p.248）→ “谷尾

警官両手放在膝最上，～”（《向》 p.183）、 rr茎盆主主、けっこういろんなところに室主エ

盤三エ主もの。 」（『向』 p.121）→ “岩本老師的手磁到了根多京西." （《向》 p.87）、「～E
主エ自分の左右の頬を盟主」（『向』 p.455）→ “～，翠主主蓋自己的位。”（《向》 p.333）。

日本語の動作主中心表現は6例中、 3例が 「（掌、素手、両手）でjと「手段」を表す表現で、

対応する中国語の事物中心表現は“手掌”“手”“双手”を主題化、提題化したものとなっ

ている。その他は「（両手、手にしたスプ｝ン、手）をJ（日）という目的語を“両手”“～

溺匙”を主語化あるいは提題化した表現（中）にしている。

I -2. f身体j を含むIの表現例（6) ( I .6例II.0例 計 6例） : 6例中、「身体Jを「こ

わばらせる、固くする、硬くするj という「身体j を含む表現（日）が3例あった。たと
から担

えば「差塗主主iぎくりと身体を硬くするのがわかった。J（『向』 p.204）→ “基準孟看上去

吃了一憶，身体僅碩記来。”（《向》 p.149）といった例である。その他、 店主£！，僕に主隼

の正面を向けたまま、～」（『向』 p.23）→ “S君的身体E面対着我，～”（《向》 p.16）とい
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った例もあった。中国語表現では身体部分は主語化、提題化が可能である。

I -2. 「唇Jを含む Iの表現例（4) (I .411.2計 6例）： 「唇の端を持ち上げるJが 2

例、 「唇を震わせるJが閉じく 2例であった。次はその例である。「お母さんは～、昼!!21!.量

を持ち上げた。」（『向』 p.40）→ “温皐～，噌暦的商端向上桃着，”（《向》 p.28）、「主盆立

ムi主きつく目を閉じて、唇を震わせた。J（『向』 p.356）→ “主主釜痛苦地問上眼晴，堕星

霊草差。”（《向》 p.265）。

I -4. 「眼Jを含む Iの表現例（4) (I .4例II.0例計4例）： 「～眼でJと「状態Jとし

ての印刷の表現例が 3例ある。 ex.「お父さんは～、血管の浮いた眼で真つ直ぐに隼主旦エ

じ主。J（『向』 p.456）→ “釜昔～，布満血主主的双眼死死的旦蓋韮。”（《向》 p.334）。

I -5.「顔j を含むIの表現例（3) (1.3例II.0例計3例）：「（上体を起こし）窓硝子に

顔をつける」（『向』 p.10）→ “（我姑起身来，）盤監差箇破璃。”（《向》 p.7）、 「ものすごく

怖い顔してさ。J（『向』 p.113）→ “他的表情太恐怖了。”（《向》 p.82）、 「盟主土に丘三三tt.
るようにして、～J（『向』 p.372）→“我的障凡乎要貼到地上了～J’（《向》 p.275）。中国

語では身体部分の前に代名調が来て、身体部分を修飾するのは普通のことである。

I -5. 「足」を含む Iの表現例（2)(I .2例II.0例計2例） : ex.「（注：僕は）是に力が入

主主、～J（『向』 p.267）→ “（我～，）双眼軟錦錦的，～”（《向》 p.196）。

I -6. 「眉（毛、間）Jを含む Iの表現例（2) (I .1 II.l計 2例）：「岩村先生はすっと眉毛

の両端を下げ、～」（『向』 p.12）→ “岩村索開桃記的眉毛商端一下子基訟ヱ丞，～”（《向》

pp.8-9）、「～、お爺さんは眉聞に深い雛を刻む。」（『向』 p.362）→ “（主主主～，昼且血盆

盆担翠工。）”（《向》 p.269）。日本語では「動作主の眉（毛、間）は～」という表現は好ま

れない。

I -6. 「のど（仏）Jを含む Iの表現例（2) (1.1例II.1例 計2例）： 「盤仏主ぐり、と

一回塾主主エJJ （『向』 p.214）→“～，老谷俗的喉詰，“暗略”車工－下，～”（《向》 p.159）。

I -8. r肩」を含むIの表現例 (1)(I .1例II.0例 計 l例）：「肩を震わせて」（『向』 p.394)

→ “翠皐璽註，～”（《向》 p.289）。 I-8. r頭Jを含むIの表現例（1)(I .1 II.O計 l例）：「僕

は～と頭の隅で考えていた。 J（『向』 p.170）→“（我～，）主盤匡却迅速掠辻一小念決”

（《向》 p.122）。 I-8.「額Jを含むIの表現例 (1)(1.1例II.0例 計 l例）：「谷尾刑事は

額に深い雛を刻み～J（『向』 p.314）→“谷尾警官的額~ ［：墨露出一道深深的鍍設，" （《向》

p.229）。 I -8.「肘」を含む Iの表現例 (1) (I .1 II.O計 l例）： 「（注：僕は）窓枠にE』主主♀

之、～J（『向』 p.430）→ “我直盟主主箇台上，～”（《向》 p.317）。

日本語はすべて動作主を主語にもってきている表現であるが、対応する中国語の事物中

心表現は“双肩”“在脳麻”“額きた上”“商肘”を主語や場所語化する表現となっている。“我
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商肘”はすでに見た“我両手”“我双手”などと同様に提題化したものと して同じグノレ｝プ

にくくれるもののように思える。

n.事物中心表現 （日）→動作主中心表現 （中）(7）について。

「唇J(2）「右手」（2）以外は 「姿J「口j 「のど」各 l例である。「唇Jを含むEの表現例

(2）：「S君のお母さんの唇が、すっと横に結ぼれるのがわかった。J（『向』p.151）→ 宝

君的娼娼蜜安的根着噛屠，～”（《向》p.109）、 「やがて雛の寄った唇が、ゆっくりと立主主

～J （『向』 p.353）→ “終子， 他汗店了干燥的噛麿～”（《向》p.262）。 Iとは逆に日本語は

肉体部分の「唇」が主語となり、対応する中国語表現は動作主中心表現となっているが、日

本語はやはり翻訳調の日本語で、 unmarked な表現ではないであろう。作家の新奇さを求

める気持ちがこうした表現を生む理由であるように思われる。

「右手Jを含むEの表現例（2）：「不意に、その右手が持ち上がり、壁のほうへと伸び

る。J（『向』 p.252）→ “突然，他挙記右手，伸向了塙壁。”（《向》p.186）、 「ミチオの右手

が泰造の目の前に差し出きれる。j（『向』 p.416）→ “道夫杷右手伸到了泰造的眼前。”（《向》

p.304）。「唇」と同様の例である。

「姿j 「口J「のどj を含むEの表現例（各 l例） ：「（～と、）窓際にミカの婆があった。j
つぶや

（『向』 p.l 71）→ “在箇地看到了美香的身影。”（《向》p.123）、 「且必勝手にそう阜じエじ

卒。」（『向』 p.273）→ “盆元意現的阜温進。”（《向》p.200）、 「（注：お爺さんは）ぜいぜいと
のど

咽喉が鳴っている。J（『向』p.148）→ “老帯帯～，呼暁暁地盤蓋畠:J...＇’（《向》 pp.107-108）。

（中国語は 「ぜいぜいと（のどを鳴らして）息をしている」という意味の意訳されたもの

であるが、事物中心表現（日） →動作主中心表現（中）であることに変わりはないので、

Eに含めた。）「姿Jは肉体部分というより肉体全体であるが、対応する中国語は“看到”を

使用しており、次のような表現例（肉体部分ではないが）と同様な例（事物中心表現（日）

→動作主中心表現（中））として括れるものであろう。 「今朝、 S君が見つかった。」（『向』

p.267）→ “今天早上我伯友現了 S君的戸体。”（《向》p.196）。

3.3 村上春樹（2004）『ノルウェイの森』（上）（下）（＝『ノル』（上）（下））

→林少隼惇 （2009）《榔威的森林》 （＝《榔》）の場合

『ノル』（上）（下）） → 《郷》で、は身体部分を含む表現について I.動作主中心表現 （日）

→事物中心表現 （中）が10倒、n.事物中心表現 （日）→動作主中心表現 （中）はO例で

あった。身体部分別頻度数ランキングは
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1.体（3例） 2.手（2例） 3.肩（1例） 3.耳 (1例） 3.目 (1例） 3.顔 (1例） 3.肩肘

(1例）

であった。

u体Jを含むIの表現例（3）：「（彼女はしばらく黙っていたが）やがて突然体を震わせ

エ泣きはじめた。J（ノノレ』（上） p.232）→ “（（勉況歎了半天，）突然身体顕斜起来了，～）”

（《榔》p.148）、 「（～、）彼女は体を震わせてため息をついた。J（ノノレ』（下） p.288）→ “～， 

地皐工ニ璽，収了口笥J’（《榔》 p.373）、「（レイコさんは～、生主何度か小さく震わせてい

主2.)J （ノノレ』（下） p.290）→ “（玲子～，）皐工軽微地註車工九下J’（《榔》 p.374）。いず

れも「体を震わせる」という動作中心表現（日）を“身体”“身子”が“顔”“顔”“斜劫”（中）

するという事物中心表現（中）にしている。

2.「手」を含む Iの表現例（2）：「（僕は～）両手で顔を覆い、～J（ノル』（上） p.8）→“～， 

翠王量盤，～”（《榔》 p.3）、「彼女は両手を僕の肩にあてて～J（ノノレ』（上） p.16）→ “地

双手搭在我肩上，～”（《榔》 p.9）。 3.2で考察した“（我）丙肘”やその前に見た“（我）両

手”“（我）双手”と同様に提題化した閉じグノレ｝プのものとして括れるものである。

3.「肩j 「耳J「目Jr顔」「肩肘Jを含むIの表現例（各 1）：「緑はほんの少しだけびくっ

と肩を動かしたけれど、～J（ノノレ』（上） p.163）→“緑子只是皐主精微斜劫了一下，～”

（《榔》 p.104）、 「（注：ウサギは）～、 耳をびくびく震わせていた。J（ノノレ』（上） p.276）→ 

“～，商耳一斗一斗地宣劫。”（《郷》 p.176）、 rr一緒に死んでくれるのりと緑は眼をかが

やかせていった。J（ノノレ』（上） p.155）→“和我一挟JL死？”録子眼暗一亮J’（《榔》p.98）、

「緑は顔を輝かせて、指をパチンと鳴らせた。J（ノノレ』（下） p.157）→ “銀子満面生輝，

打小日向指向：”（《榔》 p.290）、「緑はカウンターに片肘をついて、僕の顔を見つめた。J（ノ

ノレ』（下） p.49）→“録子一直路臆桂在台面上，看着我的股説：”（《榔》 p.220）。

以上は、身体部分を含む表現における I動作主中心表現（日） →事物中心表現（中）の

例であるが、 E事物中心表現（日）→動作主中心表現（中）の例は身体部分を含む表現と

いう制限を設けなくても以下のような例しかなかった。（正確には動作の受け手中心表現

（中）である。） 「僕の二十回目の誕生日の三日あとに直子から僕あての小恒みが送られて

主主。J（ノノレ』（下） p. 178）→“辻要二十歩生日的第四天，捧至I］直子寄来的自~－§，，～”（《榔》

p.304）。
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3.4 田村裕 （2007）『ホームレス中学生』（＝ 『ホ』） →果季花博 （2009)

《元家可胆的中学生》（＝ 《元家》） の場合

『ホ』 → 《元家》で、は身体部分について I.動作主中心表現 （日）→事物中心表現 （中）

が5倒、II.事物中心表現 （日）→動作主中心表現 （中）がO例で、あった。身体部分別頻

度数ランキングは

1.顔（面） (2例） 2眉 間 （1例） 3.口 (1例） 4.膝（1例）

であった。

u顔」を含むIの表現例（2）：「（注：私は）そのとき二人がどんな顔をしていたか全く覚

えていない。」（『ホ』 p.8）→ “我己径完全氾不得当肘他仰商人股上流露出什仏祥的表情，

～”（《元家》 p.5）、「～、高校のときに引きこもっていた川島が勇気を振り絞って盟亘主盈

亘主主ながらも、（この日に初めてネタを下ろしてくれたこと、～）」（『ホ』p.181）→ “在

高中肘代且是一小人態起来的川島鼓足勇『，尽管監部表情都僅硬了，～”（《元家》 p.192）。

“脆上”と場所語化したり“腫部表情”と主語化した例である。

2. r眉間Jを含むIの表現例 (1）：「おじいちゃんは少し眉間にしわを寄せながら、～J（『ホ』

p.51）→ “伯父翠昼微微盛草，～”（《元家》 p.51）。既述の“丙手”“双手”“丙肘”と同

じグループの、提題化されたものの例である。

2. r口Jを含む Iの表現例 (1）：「おばちゃんは口が物凄く臭かったので、～J（『ホ』 p.14)

→ “那位阿嬢的口笥非常臭，～”（《元家》 p.H）。 『ホ』 → 《元家》の例が Iについて 5例

と他に作品と比べて極端に少ないのは直訳（日→中）を多用 していることによるものと考

えられる。

II.事物中心表現（日） →動作主中心表現（中）には身体部分を含む表現という制限をはず

せば、次のようなものがあった。「お兄ちゃんとお姉ちゃんは行動を共にすることが決まり、

～J （『ホ』 p.9）→ “寄寄姐姐決定要一起行劫，～”（《元家》 p.6)

-42 -



3.5 3のまとめ

以上のことをまとめると以下の表にようになる。

I~ 『悪意』→ 『ノノレ森』→ 『ホ』→
合計身体部分 『向』→《向》

《悪意》 《搬威》 《元家》

手（指、掌） 4 (4,0) 8 (6,2) 2 (2,0) 。 14 

2 顔 6 (6,0) 3 (3,0) 1 (1,0) 2 (2,0) 12 

3 唇（口）
1 (1,0) 

唇6(4,2) 

口2(1,1) 
。 1 (1,0) 10 

3 目／眼 5 (4,1) 4 (4,0) 1 (1,0) 。 10 

5 体／身体 。 6 (6,0) 3 (3,0) 。 9 

6 肩 1 (1,0) 1 (1,0) 1 (1,0) 。 3 

6 眉（毛、間） 。 各 12 (2,0) 。 眉間 1(1,0) 3 

6 膝 1 (1,0) 。 1 (1,0) 1 (1,0) 3 

9 肘 。 1 (1,0) 1 (1,0) 。 2 

9 足 。 2 (2,0) 。 。 2 

9 のど（仏） 。 2 (1,1) 。 。 2 

9 姿 。 2 (1,1) 。 。 2 

13 頬 1 (0, 1) 。 。 。
13 頭 。 1 (1,0) 。 。
13 （左）脇腹 1 (0, 1) 。 。 。
13 額 。 1 (1,0) 。 。

合計 20 (17,3) 41 (34,7) 10 (10,0) 5 (5,0) 76 (66,10) 

）内の数字は (Iの数，Eの数）の内訳

『悪意』→《悪意》では「顔」を含む表現が I動作主中心表現（日） →事物中心表現（中）

としてもっとも多く、 6例ある。 II.事物中心表現（日）→動作主中心表現（中）は2例で

ある。日中語間の名詞のランキングの有無が IやEという現象を生んでいると考えられる。

今後はより詳しくその現象の生じる意味的な理由、条件を考察、研究していく必要がある。

『向』 → 《向》についてはI、E合計41例と今回、調べた4作品ではもっとも多い用例数

である。その理由としては『向』の身体部分を含む表現自体が他の 3作品より多いこと、

I、Eを多用し、動作主中心表現（日）をそのまま動作主中心表現（中）にし、事物中心

表現（日）をそのまま事物中心表現（中）にするという直訳（日→中）が他の3作品より
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非常に少ないことなどが考えられるが、実際に調べてみないと確かなことは言えない。身

体部分を含む表現のうち、直訳（日→中）になる場合と I、Eになる場合（大きくは転換

（日→中）に含まれる）については次の4で少し言及したいと思う。

『ホ』→《元家》の I、Eが少ないのは直訳（日→中）の多用によると考えられるが、

このことについても 4で少し言及したい。

4 その他

表現には身体部分を含む表現と身体部分を含まない表現があり、前者より後者の方がず

っと多いのは当然のことである。身体部分を含む表現のうちには、直訳（日→中）される

もの、意訳（日→中）されるものと本稿で扱った（転換（日→中）のうちの） I.動作主

中心表現（日）→事物中心表現（中）、 II.事物中心表現（日）→動作主中心表現（中）な

どがある。身体部分を含む表現を扱ったのは I、Eが顕著に現れるからである。

以下、身体部分を含む表現のうち①直訳（日→中）②意訳（日→中）③その他④I、E

の比率について『悪意』 → 《悪意》、『ホ』 → 《元家》の2作品について考察し（前者は一

般的で、後者は直訳（日→中）多様という特徴があるので選択した）、おおよその比率につ

いて把握してみたいと思う。（『向』→《向》は特殊的であり、『ノノレ森』→《榔威》は『悪

意』→《悪意》で代替できるような一般性があるので選択しなかった。）

『悪意』→《悪意》の身体部分を含む表現の比率について。①直訳（日→中）は85例（85/161

=52.8%）②意訳（日→中）は 51例であった。また③その他として不訳（訳出されない）

4例、非使役（日）→使役（中） 1例、誤訳2例、計7例が存在した。④I、Eは6例であ

る。①直訳（日→中）の例： 「日高は口をつぐんだ。J（『悪意』 p.19）→“日高妊緊盟よ工

盟J’（《悪意》 p.12）。 ②意訳（日→中）の例： 「藤尾があの女に目をつけてたのは知って

ましたけどね。J（『悪意』 p.298）→ “我只知道藤尾一宣在主主那ノト女生ノ（《悪意》p.218）。

③その他の不訳、誤訳は省略して非使役（日）→使役（中）の例を挙げる。「その時に私は

背中がぞくりとしましたよ。j<W悪意』p.334）→“～，t我的背脊一陣友涼0"（《悪意》p.247）。

①～③を合計すると、 143例、④I、Eは 18例で①～④の合計は 161例であるから、④の

全体に占める率は 18/161=11.2%である。

『ホ』→《元家》の身体部分を含む表現の比率について：①直訳（日→中）は82例（82/103

=79.6%）、②意訳（日→中）は 13例、③その他として不訳 l例、受身（日）→非受身（中）、

受身（日） →使役（中）が各 l例、合計全体で3例が存在した。④I、Eは5例である。

①直訳（日→中）の例： 「（父は）家の中では無口で、口を開けば怒っていた。J（『ホ』 p.76)

→“他平吋在家中況獣寡言，ニ互且就是昌人。”（《元家》 p.78）。②意訳（日→中）の例： 「お
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父さんはそれを告げると孟呈kどこかへ去っていってしまったので、～J（『ホ』p.7）→ “省

首只対我fl'J:i主祥悦完之后，就三歩井作商渉不知道上明JL去了，～”（《元家》 p.4）。③その

他の不訳は省略して受身（日）→非受身（中）と受身（日）→使役（中）の例を以下に挙

げる。「～、家に帰ってお兄ちゃんに頭を下げられた。J（『ホ』 p.118）→ “～，韮宜彼弘真

地低尖拝托我ノ（《元家》p.120）、 「～動き回った後の育ち盛りの僕のお腹は満たされなか

之主。J（『ホ』 pp.142-143）→ “～，却依旧没有か法iよ正値友育旺盛期的我在刷烈逗劫后基

盤且工。”（《元家》p.147）。

①～③を合計すると 98例、④I、Eは 5例で①～④の合計は 103例であるから④の全

体に占める率は4.9%である。 3.5 3のまとめで述べた『ホ』→《元家》の直訳（日→中）

の多用が④I、Eの少なさの理由であることは立証されたと考えられる。『ホ』が自らの「ホ

｝ムレス中学生Jとしての体験を一人称形式で述べた作品であることが『悪意』などの小

説とは異なり、独自的、直接的表現が多く、それが直訳（日→中）の多用につながったと

考えられる。

表現には身体部分を含む表現と身体部分を含まない表現がある（既述）が、前者は表現

を具体的なものとし、小説などでは臨場感を盛り上げる作用がある。中国語では身体部分

を提題化する Iが定型化、固定化したのではないかと現在までの考察を通じて考える次第

である。

5 結語

以上、動作主中心表現と事物中心表現一身体部分を含む表現について一日中対照表現論

（日→中） ーと題して、考察を行ってきた。大きくは転換（日→中）に含まれるものを扱

った。 4 その他 で述べたように、身体部分を含む表現の中で90%以上は直訳（日→中）

や意訳（日→中）によって表現されるのであるから、 I.動作主中心表現（日） →事物中心

表現（中）、 II.事物中心表現（日）→動作主中心表現（中）は主要なものではなく、少数

の部類の、転換（日→中）に含まれる表現である。受身文にたとえて言えば、「自己称揚の

受身文Jのような少数の部類のものである。しかし、日本語表現が一般的に「なるj表現が多

く、中国語表現が「する」表現が多いと考えられ、 「なる」表現（日） →「するJ表現（中）が

一般的と考えられている中で、身体部分を含む表現については I.動作主中心表現（日）→

事物中心表現（中）がII.事物中心表現（日）→動作主中心表現（中）より圧倒的に多い（今

回調べた結果では、全体76例中、 67例が I (88. 2%）、 9例がII (11. 8%）で、あった。）と

いうことが言えることがわかった。主要なものとそうでないもの（副次的なもの、少数の

もの、例外的なもの等）を考える際の一つの類型例としての意義を本研究が持っているこ
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とを最後に付言しておきたい。

［付記］本稿は日中対照言語学会第35回大会 （2016年度冬季大会） (2016年 12月25

於大阪）で発表した内容に基づいて作成したものであることを付言 しておく。

〔注〕

(1) 藤田昌志（2007)pp.97-98 

(2) 藤田昌志（2007)pp.97-98 

(3) 藤田昌志（2007)pp.97-99 

(4) 奥田（1977)p.81 

(5) 奥田（1977) pp.93-94 

(6) 奥田（1977)p.89 

(7) 文学表現は普通の日本語（会話）表現から見たら markedなものであることもある。文学表現

は日本語（会話）表現を忌避することがある。

(8) 張麟声（2001)p.123 
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